
地震 での被害は建物の倒壊だけではありません。 

阪神淡路大震災の地震が発生した後には火災が発生し、街が灰となったことは 
鮮明に記憶に残っております。 

『断熱・耐火レンガの家』はその対策へも取組んでおります。 
 
【レンガの耐火実験】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   1000℃裏側では…。 

          

約 1000℃で 30分間!! 耐えました!!驚異の断熱・耐火性です。 



 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レンガ表面、防水紙、内部断熱材のウレタン、木部も無傷です。 

レンガ部分が 1000℃近くに達しても内装部分は２℃程度しか変わりません。 

サーモカメラで比較してもご覧の通りです。（左：レンガ部分、右：内装部分） 


